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今月号の特集は，戸山芳昭先生の企画のもとに「最小侵襲脊

椎安定術（MISt）」が取り上げられた．この手技は今後，脊椎外

科領域の重要な一分野になることが予想される．この手技を利

用したさまざまな脊柱固定法が紹介されており，現段階でのこ

の手技の到達点・課題がよくわかる特集となっており，有益な

知見が数多く含まれた優れた企画となっている．

ただ，最近はご存じのように某大学の外科医が行った腹腔鏡

下の手術にて惨憺たる術後経過をとった患者が多数存在したこ

とが事件めいて報道されている．この事件の個々の症例の内

容・具体的な手術手技の詳細・術後経過を知り得ないために断

言することはできないが，通常の開腹手術ではとてもありえな

いほどの合併症率・死亡率とのことである．

従来からいわれているように，低侵襲手術は皮膚切開線が小

さくて済み，患者の各種臓器への操作が少なくて済む可能性が

ある点では確かに「低侵襲」ではあるが，術者にとっては通常の

大きく開いて行う術式に比べて，きわめて stressful な負担の大

きな手術である．

MISt に代表されるような低侵襲手技は，通常の open sur-

gery を数多く経験し，考えられる各種の術中合併症に対する対

処法を十分に身につけた術者にして，初めて許される手技であ

ろうと思う．経験の少ない者や，ましてや初心者が見よう見ま

ねで行う手技では決してない．

外来で患者を診ていると，先達が何十年も前に行った腰椎の

前方固定術や後方固定術，頸椎の long graft を用いた固定術の

術後 X 線撮影にお目にかかることがある．当然のことながら

まったく金属による内固定は併用されていないが，見事なほど

の固定が獲得されており，惚れ惚れすることもある．「脊椎固定

では十分量の自家骨移植が最も重要かつ必要なことであり，さ

まざまな内固定器具は骨性癒合が完成するまでの仮固定であ

る」という命題は，今後もあらゆる固定術においても忘れては

ならない大原則であると思う．
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